















































七〇六）一月九日のことであり、 千石の加増により計一万石を領することとなっ 。同年 二月一五日には詮房が側用人に就任したと考えら
れ（９）
、老中の次席に候することとなっ


















































































































































































































而ハ、猶々未進方未熟 難渋 気味 茂可相成哉与存候
　
Aより、未進年貢の処理として耕作地を返上して在所を追
































されて江戸家老が処理 当たっていること 記 ている。最終的な決裁権が藩主にあり、藩主から江戸家老、目付 百姓というルートで未進年貢の処理についての決定が伝えられている。つまり、 ップダウン型で未進年貢 処理 なされたのであ
　平時の未進年貢の処理においては、領主・領民とも表面的



























































































































































































































依頼があったことが記されており、その依頼は高崎の郡奉行から村上の役人に宛てたものである （傍線①） 。また、 先に判断を保留していた給金の取り立てを認める旨を江戸家老から国元家老へ伝え る（傍線②） 。
　以上の検討より、欠落の処理について整理しておきたい。





















































































































化について、未進年貢の処理を素材にして検討した。転封によって領主が領民に対して持っていた様 な権限は断絶する。年貢徴収権もその一つである。旧領主は旧領民に対し進年貢を徴収する 限がなくなるため、 貸借 関係化という相対関係への移行を行う。 「貸借」 関係のもとで債権の回収が不能になった場合、新領主が債権 回収を代行するこ「貸借」関係の解消をはかったのである。
　こうした手続きを領主と領民の関係から整理しておきた






























津藩その他を素材として︱」 （ 『日本歴史』四四七、一九八五、のち同『九州 一揆・打ちこわし』 （海鳥社、二〇〇九）所収） 。
（４） 　






























　越後国岩船郡（八一カ村） 、蒲原郡（八三カ村） 、三島郡（二四カ村）で五万石であった（ 「徳川吉宗判物写」 （ 『鯖江市史』第四巻、一九八四） ） 。
（

















































































































史料編Ⅲ藩政史料（上） 、 一九八一、 谷口昭「転封考 　史料編藤井松平家文書（二） 」 （ 『名城法学』五四︱四、二〇〇五） ）や、寛延二年 一七四九）五月の「條々」 （ 『群馬県史』資料編一〇、一九七八）など、多くの事例がある。
（
37） 　

　史料１の
C①では「未進之分ハ種貸等之
積
4
返納無相違様
ニ証文入念取候様可被申付候」とあり、まさに未進年貢を「種貸」に読み替えたことを示している。
（
38） 　　『鈴鹿市史』第二巻、一九八三。
（
39） 　　変化の時期および理由については別の機会に論じたい。
（
40） 　　「御用状」享保二年八月九日。
（
41） 　

　「吾妻郡清水領村々上知反対歎願書」 （ 『群馬県史』資料編
十一、一九八〇） 。
（
42） 　

　「只越村御領所永続願」 （ 『穂積町史』史料編一、一九七
五） 。
